
NO 事業者 代表者 事業名 
事業の 

実施場所 

事業の目的 

期待できる効果 
事業内容 

１ のんちゃんの

家庭料理教室 

神保 

のぶえ 

ママのため

の託児つき 

家庭調理教

室 

公共の調理

室 

及び託児ル

ーム 

・地元の旬の食材を使った家庭料理、地産地消の良

さを核家族化した若い世代に伝える。 

・近年の食生活の乱れ、食への関心の薄れを若年層

から改善 

・若いお母さんの間で、育児の悩みを語らえる場の

提供 

・赤ちゃんを託児ルームに預け、講師とお母さんで

調理実習、試食後、託児ルームでテータイムを設け、

赤ちゃんを囲んでママ達の交流を促す。 

 

２ 固定種･在来

種を自然農で

つくる「おい

しくてあんぜ

ん米・野菜・

フ ァ ー マ ー

ズ」 

長谷川 

淳 

固定種･在

来種を自然

農でつくる

「おいしく

てあんぜん

米・野菜・

ファーマー

ズ」 

幼稚園 

保育園 

公民館 

その他 

・固定種・在来種のおいしさ、種をつなぐ大切さと、

農薬・化学肥料・有機肥料について知ってもらい、

自然農（無肥料栽培）で作る安全でおいしい米・野

菜ユーザーと生産者を増やす。おいしくて安全な食

育をしているまちづくり。 

・幼稚園、保育園の保護者に米・野菜の現状と固定

種・在来種・自然農を伝え、保護者が実際に人参な

どを食べ、味と安全性を知る。 

・試食会,講習会,種交換会 

･チラシ,HP 作成で情報発信 

・東京での米や野菜の販売 

 

 

３ 米米米 

チャレンジ隊 

加藤 

恭子 

米つくりに

チャレンジ

しよう 

米米米 

チャレンジ

隊 

三条市内 ・米つくりについて経験や知識のない初心者が農家

のサポートを受けながら、昔ながらの米つくりの一

連の作業を体験することによって、地域農業につい

て理解し、身近に考える機会とする。 

・参加者に、地域農業のサポーター（消費者）、も

しくは担い手になる可能性を導く。 

体験活動 

・無農薬天日干し米に挑戦 

（田植え、草取り、稲刈り、はざ干し、脱穀の共同

作業） 

・土や生き物とふれあう。 

・地域農家からの技術指導 

試食会、交流会の実施 

・収穫した無農薬米の食べ比べ、振り返り。 

・農家、参加者の相互理解を深める。 

 

 

 



NO 事業者 代表者 事業名 
事業の 

実施場所 

事業の目的 

期待できる効果 
事業内容 

４ 特定非営利活

動法人 

チャコールブ

ラックス 

加藤 

寛明 

森と農をつ

ないだ食材

でメニュー

作り 

三条市内の

飲食店 

森林を整備した未利用バイオマスで作った炭を使

って土作りをして育てた食材や食用炭と、地域内で

作られた肉や加工品を組み合わせ、飲食店でメニュ

ー化、三条マルシェなどで販売する。 

森と農のつながりや、昔からの炭の文化を知っても

らう。 

・地域の竹林や杉林を整備して、炭や木酢液を作る。 

それらを利用して土作りをして、米や野菜、ハーブ

を育てる。 

・収穫した食材を使ったメニューや加工品を三条市

内の飲食店などと開発、三条マルシェなどで販売 

・活動を通して森を整備し土を豊かにできることを

周知する資料を作成 

５ （株）丸富 柴山 

昌彦 

ル・レクチ

ェコンポー

ト作り体験 

サンファー

ム三条 

・地元食材の新たな料理を紹介し、消費を高める。 

・わけあり品（傷、小果など）を使用し、生産者が

作ったものを無駄にしない意識を高める。 

・三条市民 

・参加者自ら農園でわけあり品を集める。コンポー

ト作り体験 

６ 認知症予防教

室＆元気脳づ

くり「のぞミ

ング」 

長岡 

和美 

 

季節を楽し

むおつゆや

さん元気脳

教室 

 男性中心の料理教室で、外に出るきっかけづくりで

脳を元気に。高齢の男性対象の認知症予防。 

だしにこだわった料理教室。季節の野菜をゆっくり

自分のペースで料理する。まずは季節のみそ汁か

ら。 

７ 全国 MOA 自

然農法産地支

部連合会三条

産地支部 

多田勉 全国 MOA

自然農法産

地支部連合

会三条産地

支部 

三条市牛ヶ

島 

農薬、化学肥料を使わない農産物を体験し、安心安

全な食べ物の大切さを学ぶ。交流・親睦を図り食文

化を見直す。 

 

・ペットボトルで稲作コンテスト（上位者に無農薬

玄米進呈） 

・自然農法実施者の田畑見学、研修 

・プランターで花、野菜作り。 

・無農薬米、野菜(加工品)試食会 

・自然農法技術指導講習会 

８ 新潟想食 鈴木 

喜義 

しただ郷・

地産地消推

進キャンペ

ーン 

しただ道の

駅彩遊記 

下田地区の特産品の知名度を向上させる。 

特産品の付加価値を高めるとともに、地産地消の推

進につなげる。 

下田産品の農作物や加工品をＰＲするリーフレッ

トを作成・配布し、期間中対象商品をお買い上げの

お客様にお得なサービスを付帯させ、地産地消を推

進させる。 

 

 



NO 事業者 代表者 事業名 
事業の 

実施場所 

事業の目的 

期待できる効果 
事業内容 

９ JA にいがた

南蒲青年部い

ちい支部 

村山 

喜隆 

JA にいが

た南蒲青年

部いちい支

部 

三条市栄地

区 

地元の野菜を若手農家が自ら調理し提供すること

により地産地消を促し、地元の野菜を購入してもら

う。 

・栄ふるさと祭り、JA にいがた南蒲いちい支店収

穫祭り及び体験農場の際に使用し消費者へ調理品

の提供を行う。 

（従来は、炭火使用で時間がかかっていた。 

ガスコンロ使用によりスムーズな提供が可能） 

10 ジュニアリー

ダークラブ三

条 

近藤雅

哉 

ジュニアフ

ァーマーズ

プロジェク

ト 

サンファー

ム三条 

 

 

児童生徒に農業体験を通じて、地産地消や食べもの

の大切さを啓発する。 

三条市内の幼児、小中学生を対象に、サンファーム

三条のオーナー果樹制度を活用し、花粉付けや収穫

体験の場を創出する。 

 


